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村
議
会
議
員
選
挙
が
６
月
９
日
に
告
示
さ
れ
、
14
日
に
投

開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
４
年
間
の
村
政
を
担
う
人
を

決
め
る
今
回
の
選
挙
に
18
人
が
立
候
補
。
定
員
２
人
減
の
12

議
席
を
め
ぐ
り
激
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新

議
員
12
人
の
顔
ぶ
れ
や
投
開
票
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

晴
山
　
裕
康　
無
①

（
戸
田
下
・
61
歳
）
①
無
職
②
村
民
一
人
一
人
、

自
然
環
境
、
九
戸
政
実
公

③
広
義
な
人
口
減
少
対
策
、

農
林
商
工
業
の
振
興
④
和

し
て
同
ぜ
ず
、
近
き
者
説よ
ろ
こ

び
、
遠
き
者
来
る
⑤
自
信

と
誇
り
を
持
っ
て
住
み
続

け
ら
れ
る
村
づ
く
り
。

古
舘
　
　
巖　
無
⑬

（
雪
屋
・
85
歳
）
①
農
業

②
緑
豊
か
な
自
然

③
産
業
振
興

④
誠
実

⑤
九
戸
村
創
生
実
現
の
た

め
の
取
り
組
み
。

坂
本
　
豊
彦　
無
③

（
道
地
・
61
歳
）

川
戸
　
茂
男　
無
①

（
山
根
・
64
歳
）

桂
川
　
俊
明　
無
③

（
瀬
月
内
・
58
歳
）
①
会
社
員
②
村
の
明
日
を
担

う
子
ど
も
た
ち
③
若
者
が
定

住
で
き
る
村
づ
く
り
④
感
謝

⑤
人
づ
く
り
こ
そ
が
村
づ
く

り
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
者

が
定
住
し
、
子
ど
も
お
年
寄

り
、
一
家
団
ら
ん
で
き
る
村

を
目
指
し
ま
す
。

久
保
え
み
子　
共
④

（
荒
谷
・
57
歳
）
①
農
業

②
豊
か
な
自
然
と
子
ど
も

達③
入
院
で
き
る
病
院
の
復

活④
一
生
懸
命

⑤
公
約
実
現
の
た
め
全
力

で
が
ん
ば
り
ま
す
。

開票結果を見守る多くの参観人

掲
載
は
、
氏
名
（
敬
称
略
）、
党
派
別
・
○
数
字
は
当

選
回
数
。
行
政
区
・
年
齢
。
①
職
業
②
九
戸
村
の
宝
物

は
何
か
③
村
の
課
題
と
し
て
優
先
す
べ
き
も
の
は
④
好

き
な
言
葉
⑤
抱
負
・
決
意

①
農
業

②
歴
史
と
自
然
の
豊
か
さ

③
少
子
化
対
策

④
和

⑤
行
動
・
実
行

①
農
業
②
豊
か
な
自
然
と

地
域
を
大
切
に
し
支
え

合
う
豊
か
な
心
③
働
く
場

の
確
保
と
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

④
中
庸
⑤
少
子
高
齢
化
に

あ
っ
て
も
活
力
と
安
ら
ぎ

の
あ
る
村
づ
く
り
。
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①
農
業
②
自
然
の
豊
か
さ

と
将
来
を
担
う
子
ど
も
達

③
人
口
問
題
、
若
者
の
定

住
と
雇
用
の
確
保
④
一
期

一
会
⑤
将
来
へ
の
夢
と
希

望
を
持
ち
、
活
力
あ
る
村

づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。

上
村
　
　
昇　
無
③

（
荒
谷
・
66
歳
）
①
農
業
②
四
季
折
々
の
豊

か
な
自
然
③
九
戸
村
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興

と
地
域
住
民
の
村
づ
く
り

④
初
心
貫
徹
⑤
ポ
ス
ト
高

齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た

め
の
知
恵
と
力
を
身
に
付

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
﨑
　
優
一　
無
③

（
雪
屋
・
62
歳
）
①
農
業

②
緑
豊
か
な
自
然

　
人
情
に
厚
い

③
住
環
境
の
充
実

　
行
政
改
革

④
努
力

⑤
動
く
だ
け
！

　
明
日
に
責
任
を
！

①
無
職

②
村
民
と
自
然

③
若
者
が
定
住
で
き
る
村

の
環
境
対
策

④
至し

誠せ
い

惻そ
く

怛だ
つ

⑤
す
べ
て
は
村
民
の
た
め

に
。

小
松
　
聡
純　
無
①

（
川
向
・
45
歳
）
①
保
険
代
理
業
②
豊
か
な

自
然
と
子
ど
も
た
ち
③
教

育
、
子
育
て
支
援
④
意
思

あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
あ
る

⑤
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、

皆
さ
ん
と
共
に
元
気
な
村

づ
く
り
を
頑
張
り
ま
す
。

保
大
木
信
子　
無
①

（
伊
保
内
下
・
55
歳
）
①
自
営
業

②
村
民

③
保
育
環
境
の
充
実
、
福

祉
課
題
解
決
の
た
め
の
環

境
づ
く
り

④
誠
心
誠
意

⑤
改
革

　選挙当日の有権者数は5,256人（男2,518人、
女2,738人）で、投票者数は4,438人（男2,089人、
女2,349人）、投票率は選挙戦だった平成19年
を3.07ポイント下回る84.44％（男82.96％、女
85.79％）となりました。

　期日前の投票は６月10日から13日までの４日
間に1,328人（男588人、女740人）が利用し、
投票率は25.27％でした。

投票所別の投票結果

　開票は多くの参観人が見守る中、村体育センター
で行われ、新議員12人が決まりました。党派別で
は無所属11人と日本共産党１人で、現職７人、元
職１人、新人４人が当選しました。

投票率は84.44％

期日前投票は25.27%

現職７人、元職１人、新人４人が当選

開票結果

髙
﨑
　
覺
志　
無
④

（
長
興
寺
上
・
70
歳
）

中
村
　
國
夫　
無
④

（
南
田
・
67
歳
）

投票区 投　票　所 有権者数 投票者数 投票率
１ 宇堂口地区農村婦人の家 209 184 88.04
２ 平内公民館 329 270 82.07
３ 村老人福祉センター 646 533 82.51
４ 山根集落センター 329 296 89.97
５ 荒谷桂藤会館 271 246 90.77
６ 伊保内ふれあい会館 858 725 84.50
７ 村山村開発センター 779 622 79.85
８ 小倉ふれあい会館 185 161 87.03
９ 長興寺多目的集会施設銀杏会館 621 519 83.57
10 雪屋集落センター 88 79 89.77
11 田代生活改善センター 123 99 80.49
12 江刺家ふるさとセンター 424 353 83.25
13 細屋ふれあいセンター 196 174 88.78
14 おりつめ構造改善センター 198 177 89.39

合　　計 5,256 4,438 84.44

得票数 候補者名 年齢 党派
当 379 晴山　裕康 61 無新
当 366 坂本　豊彦 61 無元
当 344 川戸　茂男 64 無新
当 302 桂川　俊明 58 無現
当 274 古舘　　巖 85 無現
当 267 久保えみ子 57 共現
当 262 中村　國夫 67 無現
当 253 大﨑　優一 62 無現
当 250 髙﨑　覺志 70 無現
当 249 上村　　昇 66 無現
当 230 小松　聡純 45 無新
当 221 保大木信子 55 無新

219 渡　　保男 66 無現
211 櫻庭豊太郎 73 無現
205 柴田　秀二 67 無現
202 山下　　勝 51 無新
180 漆原　政吉 77 共現

5 宮川　誠市 70 無新
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８
月
３
日
か
ら
各
種
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
の
人
は
、

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
目
的
は
？

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
３
割

を
占
め
る
、
心
臓
病
と
脳
卒
中
。

特
に
岩
手
県
は
、
脳
卒
中
死
亡

率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
と
い
う
危

機
的
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
の
生

活
習
慣
病
は
、
内
臓
脂
肪
を
減

ら
す
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

こ
の
内
臓
脂
肪
に
よ
っ
て
起
こ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
早
い
段
階
で
見
つ
け
て
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
、

特
定
健
診
の
目
的
で
す
。

▽
対
象
は
？

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保

加
入
者
が
対
象
で
す
。
病
院
で

治
療
中
の
人
・
定
期
的
に
検
査

を
し
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
勤
務
先
で
健
診
を
受

け
て
い
る
場
合
は
？

　

パ
ー
ト
勤
務
な
ど
を
し
て
い

る
人
は
、
事
業
主
の
実
施
す
る

健
診
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
、
健
診
結
果
の

写
し
を
提
出
願
い
ま
す
。

▽
メ
リ
ッ
ト
は
？

①
生
活
習
慣
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
予
防
②
医
療
費
の
削

減
③
健
診
後
の
生
活
改
善
の
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

①
特
定
健
康
診
査

対
象
者
：
40
～
74
歳

（
平
成
28
年
３
月
31
日
年
齢
）
の

国
保
加
入
者

＊
対
象
者
全
員
に
受
診
票
・
受

診
券
等
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

保
険
証
と
併
せ
て
持
参
の
上
、

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
病

院
で
治
療
中
の
人
・
定
期
的
に

検
査
を
し
て
い
る
人
も
、
受
診

が
必
要
で
す
。

＊
個
人
負
担
金

40
～
64
歳
：
１
３
０
０
円

65
～
74
歳
：
６
０
０
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
）

②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

対
象
者
：
75
歳
以
上

（
受
診
日
年
齢
）
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者

＊
対
象
者
全
員
に
受
診
票
・
受

診
券
等
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

保
険
証
と
併
せ
て
持
参
の
上
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
負
担
金
…
無
料

③
若
者
健
康
診
査

対
象
者
：
19
～
39
歳

（
平
成
28
年
３
月
31
日
年
齢
）

＊
申
し
込
み
を
し
た
人
に
受
診

票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
当
日

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
負
担
金
…
１
０
０
０
円

④
前
立
腺
が
ん
検
診

対
象
者
：
51
、
56
、
61
、
66
、

71
歳
の
男
性
希
望
者

（
平
成
28
年
３
月
31
日
年
齢
）

＊
上
記
年
齢
の
男
性
で
、
希
望

す
る
場
合
は
前
立
腺
が
ん
検
診

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
条

件
で
す
。
当
日
受
付
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
負
担
金
…
７
５
０
円

⑤
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

対
象
者
：
40
、
45
、
50
、
55
、

60
、
65
、
70
歳
の
希
望
者

（
平
成
28
年
３
月
31
日
年
齢
）

＊
上
記
年
齢
で
、
過
去
に
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
人
は
、
検
査
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
定
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

当
日
受
付
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

＊
個
人
負
担
金
…
無
料

⑥
肺
が
ん
検
診

対
象
者
：
39
～
64
歳

（
平
成
27
年
４
月
１
日
年
齢
）

＊
申
し
込
み
を
し
た
人
に
受
診

票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
当
日

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
負
担
金
…
１
０
０
０
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
）

⑦
結
核
健
康
診
断

対
象
者
：
65
歳
以
上

（
平
成
27
年
４
月
１
日
年
齢
）

＊
対
象
者
全
員
に
受
診
票
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
負
担
金
…
無
料

　

社
会
保
険
等
加
入
の
家
族
の

人
も
特
定
健
診
と
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
診
で
き
ま
す
。
各

保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る
受
診

券
と
保
険
証
を
持
参
し
て
受
診

く
だ
さ
い
。（
無
い
場
合
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
各
自
で
保
険
者

に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

  
受
け
よ
う  

特
定
健
診

昨年度の特定健診の様子
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実施月日 場所 受付時間 対象行政区

８月３日（月）

宇堂口地区農村婦人の家 午前
９時 30分～ 10時 15分 瀬月内・泥の木

10時 15分～ 11時 00分 宇堂口

山根集落センター 午後
１時 30分～　２時 00分 山根（１、２、４班）

２時 00分～　２時 30分 山根（３、５、６班）

８月５日（水） 村老人福祉センター

午前
９時 30分～ 10時 00分 平内

10時 00分～ 11時 00分 戸田下

午後
１時 00分～　１時 45分 妻の神・戸田舘の下

１時 45分～　２時 30分 戸田上

８月６日（木）
長興寺多目的集会施設

銀杏会館
午前

９時 30分～ 10時 15分 長興寺上

10時 15分～ 11時  00分 荒田・大向

午後 １時 00分～　２時 30分 長興寺下

８月９日（日） 保健センター
午前 ９時 30分～ 11時 00分 伊保内上、休日希望者

午後 １時 00分～　２時 30分 伊保内下、休日希望者

８月 10日（月） 保健センター
午前

９時 30分～ 10時 15分 二ツ家・小倉

10時 15分～ 11時 00分 鹿島

午後 １時 00分～　２時 30分 川向（１～９班）

８月 12日（水） 江刺家ふるさとセンター

午前
９時 30分～ 10時 15分 田代・山屋

10時 15分～ 11時 00分 柿の木・江刺家上

午後
１時 00分～　１時 45分 道地・丸木橋

１時 45分～　２時 30分 江刺家下

８月 27日（木）
細屋ふれあいセンター 午前

９時 30分～ 10時 00分 五枚橋・雪屋

10時 00分～ 11時 00分 細屋

保健センター 午後 １時 30分～　２時 30分 荒谷

８月 28日（金） 保健センター
午前

９時 30分～ 10時 15分 南田（１～９班）

10時 15分～ 11時 00分 南田（10～ 16班）

午後 １時 00分～　２時 30分 川向（10～17班）、若者健診

5

　若者健診を受診する人は、最終日に限らず都合の付く日に受診ください。
　問い合わせは、住民生活課国保住民班（42-2111内線212）または保健衛生班（内線123）へ。

　待ち時間短縮のために、行政区ごとに時間を指定しました。指定日・指定時間に都合が悪い場合は、
都合の良い日時で構いませんが、できるだけご協力くださるようお願いします。

☞各種健診の日程
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岩
手
医
科
大
学
・
い
わ
て
東

北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク

機
構
で
は
、
８
月
に
九
戸
村
で

行
わ
れ
る
集
団
健
診
会
場
で
村

と
共
同
で
、
健
康
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
で
は
ま
ず
、
現
在
の
皆

さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
私
た
ち
は
、

長
期
的
に
皆
さ
ま
の
生
活
習
慣
・

環
境
を
追
っ
て
い
き
、
皆
さ
ま

の
遺
伝
子
と
の
関
係
を
調
べ
る

こ
と
で
、
将
来
世
代
へ
の
個
別

化
医
療
・
個
別
化
予
防
を
目
指

し
ま
す
。

■
調
査
の
対
象
と
方
法

　

同
機
構
で
は
、
８
月
に
実
施

さ
れ
る
村
の
集
団
健
診
会
場
で
、

特
定
健
診
・
若
者
健
診
を
受
診

さ
れ
る
20
歳
か
ら
74
歳
の
人
の

う
ち
本
事
業
へ
の
参
加
に
同
意

を
い
た
だ
け
る
人
に
、
健
康
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

■
調
査
の
結
果

　

健
康
調
査
で
は
上
記
の
よ
う

な
詳
し
い
検
査
の
結
果
を
返
し

ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
情
報
に
説
明
を
付
け
て
返
し

ま
す
。

　

な
お
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
提
供

い
た
だ
い
た
血
液
な
ど
の
一
部

を
用
い
て
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
遺
伝
的
な
体
質
に
つ
い
て
解

析
し
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
病

気
に
な
っ
た
人
と
病
気
に
な
ら

な
か
っ
た
人
を
比
較
し
て
、
ど

ん
な
体
質
の
人
が
、
ど
の
よ
う

な
生
活
習
慣
や
検
査
結
果
だ
と

病
気
に
な
り
や
す
い
の
か
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。
こ
の
結
果
を

下
に
、
一
人
一
人
に
適
切
な
予

防
法
や
治
療
法
の
開
発
・
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
は
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
す
ぐ
に
反
映
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

生
活
習
慣
が
似
て
い
る
私
た
ち

か
ら
解
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
し

て
、
皆
さ
ま
の
お
子
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
、
さ
ら
に
は
次
の
世
代

の
人
々
の
健
康
維
持
の
た
め
に

生
か
さ
れ
ま
す
。

※
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

提
供
い
た
だ
い
た
血
液
な
ど
と

健
康
に
関
す
る
情
報
は
、
厳
重

な
個
人
情
報
保
護
の
ル
ー
ル（
匿

名
化
な
ど
）
の
下
、東
北
メ
デ
ィ

カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
事
業
に
お

い
て
一
括
し
て
保
存
・
管
理
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
用
い

ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

岩
手
医
科
大
学　

い
わ
て
東

北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン

ク
機
構
事
務
室　

☎
０
１
９
‐

６
５
１
‐
５
１
１
０
（
内
線

５
５
０
８・５
５
０
９
）

■
健
康
調
査
で
分
か
る
検
査
項

目
（
採
血
・
尿
）

⃝

ア
レ
ル
ギ
ー
検
査

⃝

胃
の
健
康
度

⃝

過
去
２
週
間
の
血
糖
の
状
態

⃝

心
臓
や
肝
臓
の
働
き

■
健
康
調
査
で
分
か
る
検
査
項

目
（
調
査
票
）

⃝

推
定
栄
養
素
摂
取
量

⃝

ス
ト
レ
ス
・
こ
こ
ろ
の
健
康

　
度

⃝

生
活
習
慣
か
ら
推
定
さ
れ
る

　

が
ん
・
脳
卒
中
、
心
臓
病
に

　
な
る
確
率

健
康
調
査
に
参
加
を
！

　

研
究
は
震
災
後
に
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
疾
病
や
日
本
人
の
５

大
疾
病
（
が
ん
、
心
臓
病
、
脳

血
管
疾
患
、糖
尿
病
、精
神
疾
患
）

な
ど
を
対
象
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

同
意
い
た
だ
い
た
人
に
は
次

の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
現
在
の
健
康
状
態
や
生
活
・

食
習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
す
。
健
診
当
日

に
配
布
し
ま
す
の
で
、
後
日
、

記
入
の
上
返
送
く
だ
さ
い
。

②
追
加
検
査
、
メ
ガ
バ
ン
ク
事

業
の
た
め
、
血
液
・
尿
は
通
常

の
健
診
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

③
皆
さ
ま
の
健
診
情
報
、
医
療

情
報
な
ど
を
村
に
問
い
合
わ
せ

し
ま
す
。

村の健診に参加しましょう！

事業説明を行います

参加同意の確認と調査票の配布

いつもより多めの採血と採尿

自宅で調査票に記入し、郵送

健診結果を返します
▼
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平
成
27
年
度
村
消
防
団
訓
練

大
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
５

月
31
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
14

分
団
が
優
勝
し
７
連
覇
、
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
２
分
団

が
９
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

村
消
防
団
全
15
分
団

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
日
頃
の

訓
練
成
果
を
披
露
。
選

手
は
、
定
め
ら
れ
た
操

法
要
領
に
基
づ
き
、
節

度
や
送
水
タ
イ
ム
を
競

い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
上
位

に
入
賞
し
た
分
団
を
紹

介
し
ま
す
。（
氏
名
後

の
○
内
の
数
字
は
分
団

農
業
活
動
を
支
援
し
ま
す

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度

　
農
業
・
農
村
に
は
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
防
止
、

自
然
環
境
の
保
全
、
美
し
い
風
景
の
形
成
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
（
多
面
的
機
能
）
が
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
多
面
的
機
能
が
適
切
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
・
市
町
村
と
連
携
し
、
交
付

金
に
よ
っ
て
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
金
は
、
地
域
で
話
し
合
い
、
組
織
づ
く
り
や

計
画
づ
く
り
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た

取
り
組
み
に
活
用
で
き
、
参
加
者
の
日
当
や
、
必
要

な
資
材
の
購
入
費
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
共
同
活
動

　
こ
の
制
度
で
は
、
対
象
と
な
る
共
同
活
動
を
実
施
す
る

組
織
に
対
し
、
下
表
単
価
に
よ
る
交
付
金
を
活
動
地
区
内

の
農
地
面
積
に
応
じ
て
支
払
い
ま
す
。

①
農
地
維
持
活
動

水
路
の
草
刈
り
や
泥
上
げ
、
道
路
の
草
刈
り
や
路
面
維

持
な
ど

②
資
源
向
上
活
動
（
共
同
）

軽
微
な
補
修
作
業
（
水
路
の
ひ
び
割
れ
補
修
、
舗
装
道

路
の
部
分
的
補
修
な
ど
）

③
資
源
向
上
活
動
（
長
寿
命
化
）

施
設
の
老
朽
化
部
分
の
補
修
作
業
や
更
新
作
業

■
交
付
金
単
価

多面的機能支払交付金単価
①農地維持支払 ②資源向上支払

（共同）
①と②に
取り組む場合

田 3,000 2,400 5,400

畑 2,000 1,440 3,440

草    250    240    490

③資源向上支払
（長寿命化 ※３）

①、②及び③に
取り組む場合

4,400 9,200

2,000 5,080

   400    830

■
問
い
合
わ
せ

農
林
建
設
課
農
地
農
政
班

（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線
２
４
２
）

名
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

①
第
14
分
団
（
南
田
）

②
第
８
分
団
（
泥
の
木
）

③
第
９
分
団
（
瀬
月
内・

宇
堂
口
）

▽
優
秀
選
手
賞

指
揮
者　

小
笠
原
孝た
か

法の
り

⑧１
番
員　
野
辺
地
巧
⑬

２
番
員　
福
田
孝
彦
⑦

３
番
員　
千
葉
暢の
ぶ

威た
け

⑭

■
ポ
ン
プ
車
の
部

①
第
２
分
団
（
戸
田
・
舘
の
下
）

②
第
10
分
団
（
山
根
）

③
第
１
分
団
（
伊
保
内
）

▽
優
秀
選
手
賞

指
揮
者　
皆
川
卓
麻
②

１
番
員　
上
山
敦
史
①

２
番
員　
橘　
塁
②

３
番
員　
中
澤
弘
隆
②

４
番
員　
觸
澤
英
之
②

小型は14分団
ポンプ車は２分団

が連覇
７
連
覇
を
達
成
し
た
第
14
分
団

９
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
第
２
分
団

※ １：②の資源向上支払（共同）は、①の農地維持支払と合わせて取り組むことが必要。
※ ２：①、②および③を一緒に行う場合は、②の単価は 75％になる。
　→田の例：① 3,000 円＋② 1,800 円（2,400 円 ×75％）＋③ 4,400 円＝ 9,200 円
※ ３：水路や農道などの施設の老衰化部分補修や更新。

（単位：円／ 10a）
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こ
れ
ま
で
も
診
療
セ
ン
タ
ー

利
用
者
に
つ
い
て
は
、
１
０
０

円
の
利
用
料
金
で
し
た
が
、
バ

ス
の
利
用
拡
大
と
負
担
軽
減

の
た
め
７
月
１
日
か
ら
村
内
の

「
循
環
バ
ス
」
の
料
金
が
片
道

１
０
０
円
（
小
人
等
５
０
円
）

に
な
り
ま
す
（
現
金
の
み
）。

　

循
環
バ
ス
で
な
い
村
内
路
線

バ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
料

金
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
７
２)

　

森
林
は
水
を
育
ん
だ
り
土
砂

災
害
を
防
い
だ
り
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
公
益
的
機
能
を
持
っ
て
お

り
、
無
秩
序
な
伐
採
が
相
次
ぐ

と
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
を
伐
採
、
開
発
す
る
に

は
、
自
分
の
所
有
す
る
森
林
で

も
事
前
に
届
出
や
許
可
申
請
の

各
種
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
計
画
が
あ
り
ま
し
た

ら
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
伐

採
す
る
際
は
30
日
～
90
日
前
ま

で
に
役
場
農
林
建
設
課
へ
届
け

出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
農

林
建
設
課
生
産
振
興
班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
５
１
）
へ
。

　

森
林
の
土
地
の
所
有
地
と

な
っ
た
場
合
、
土
地
が
所
在
す

る
市
町
村
へ
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

個
人
・
法
人
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
な
ど
で
山
林
を
新
た
に

所
得
し
た
人
は
、
面
積
に
関
わ

ら
ず
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た

山
林
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、
所
有

者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権

移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

所
、
面
積
、
土
地
の
用
途
な
ど

を
記
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
農
林
建
設
課
生
産
振

興
班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

２
５
１
）

森
林
取
得
時
に
は
届
出
を

森
林
伐
採
・
開
発
に
は
手
続
き
を

○
少
な
い
掛
金
、
大
き
な
保
障

　
　
　
県
民
の
た
め
の
交
通
災
害
共
済

■
交
通
災
害
共
済
と
は

　

皆
さ
ん
が
わ
ず
か
な
掛
金
を

出
し
合
い
、
交
通
事
故
で
ケ
ガ

を
し
た
り
、
死
亡
し
た
場
合
に
、

加
入
者
に
対
し
て
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
人

　

村
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
や
村
内
の
家
族
と
生
計
を
一

に
し
て
い
る
人

■
加
入
申
込

　

７
月
中
に
行
政
連
絡
員
を
通

じ
て
加
入
申
込
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
役
場

ま
た
は
県
内
の
指
定
金
融
機
関

か
ら
加
入
申
込
が
で
き
ま
す
。

※
加
入
申
込
書
は
事
前
に
各
戸

配
布
と
な
り
ま
す
。

■
共
済
掛
金

　
「
大
人
」
も
「
子
ど
も
」
も
１

人
年
額
４
０
０
円
で
す
。

■
共
済
期
間

　

８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
ま
で　

※
加
入
受
付
日
が
８

月
１
日
以
後
の
場
合
は
受
付
日

の
翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
共
済
見
舞
金
の
額

・
死
亡　
　
　

      

１
１
０
万
円

・
後
遺
障
害
等      

１
１
０
万
円

・
傷
害

　
　
入
院   

１
日   

２
０
０
０
円

　
　
通
院   
１
日   

１
０
０
０
円

※
傷
害
の
見
舞
金
は
最
低
保
障

額
２
万
円
か
ら
最
高
限
度
額

30
万
円
ま
で
の
範
囲
で
入
院
や

通
院
の
日
数
に
応
じ
た
金
額
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
総
務
企
画
課
庶
務
財
政
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
６
８)

７
月
か
ら
「
循
環
バ
ス
」

片
道
１
０
０
円
に

伐採するときは届出を

循環バス
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村
で
は
公
用
車
６
台
を
払

い
下
げ
ま
す
。

　

払
い
下
げ
を
希
望
す
る
人

は
、
見
積
書
を
７
月
６
日
か

ら
17
日
ま
で
に
役
場
総
務
企

画
課
（
☎
42-

２
１
１
１
内

線
１
６
７
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
車
名　
ト
ヨ
タ

　
　
　
　

ク
ラ
ウ
ン
ワ
ゴ
ン

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン

■
排
気
量　
１
・
98‌

kwl

■
年
式　
平
成
３
年

■
駆
動　
後
輪
駆
動

■
車
検　
な
し

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
走
行
距
離　
１
９
７
９
２
０
km

■
車
名　
ト
ヨ
タ

　
　
　
　

カ
ル
デ
ィ
ナ
ワ
ゴ
ン

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン

■
排
気
量　
１
・
99‌

kwl

■
年
式　
平
成
６
年

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
平
成
27
年
９
月

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
走
行
距
離　
不
明

■
車
名　
ス
バ
ル

　
　
　
　

レ
ッ
ク
ス

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン

■
排
気
量　
０
・
65‌

kwl

■
年
式　
平
成
３
年

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
な
し

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
走
行
距
離　
８
１
４
７
４
km

■
車
名　
ニ
ッ
サ
ン　

サ
フ
ァ

リ
（
旧
消
防
車
両
）

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン

■
排
気
量　
３
・
95‌

kwl

■
年
式　
昭
和
62
年

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
な
し

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
走
行
距
離　
１
３
６
４
９
km

■
車
名　
ト
ヨ
タ　

ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ザ
ー
（
旧
消
防
車
両
）

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン

■
排
気
量　
３
・
95‌

kwl

■
年
式　
平
成
４
年

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
な
し

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
走
行
距
離　
１
５
０
２
４
km

■
車
名　
ダ
イ
ハ
ツ

　
　
　
　

テ
リ
オ
ス

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン

■
排
気
量　
１
・
29‌

kwl

■
年
式　
平
成
11
年

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
な
し

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　
マ
ニ
ュ
ア
ル

■
走
行
距
離　
１
７
６
６
４
５
km

■
そ
の
他　
オ
イ
ル
漏
れ
有
り

公
用
車
を
払
い
下
げ
ま
す
　
希
望
者
は
見
積
書
の
提
出
を

　

な
お
、
車
両
は
原
則
と
し

て
現
状
渡
し
と
し
ま
す
。
落

札
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
企
画
課
庶
務
財
政

班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

１
６
７
）
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

小学校児童たち

上手に植えてる途中、記念に一枚足を取られながらも丁寧に植えま
した

花で彩られる折爪岳に思いをはせ植樹

折爪岳で植樹祭
花で彩る折爪に思いはせ
　折爪岳振興協議会は６月６日、折爪岳において山開き
を行いました。濃い霧に包まれた悪天候の中、神事が執
り行われた後、植樹祭が開かれました。本村から江刺家
自然愛護少年団育成会と荒谷森林愛護少年団の児童も参
加し、ツツジやオオヤマザクラの苗を植えました。児童
たちは折爪岳が花で彩られることを願いながら丁寧に植
樹をしました。この日は、村山友会による山菜の鶏汁も
無料で振る舞われ、参加者は舌鼓を打っていました。

山根小５・６年生が田植え体験
泥まみれで歓声響く
　山根小学校で５月29日に田植え体験が行われました。５・６
年生９人が参加し舘福美さんから借りている学習田、約２ａに田
植えを行いました。かぐやもちの苗を手に持ち、児童は横に並ん
で一つかみづつ丁寧に植えました。足を取られ転倒し、泥まみれ
になる児童も何人か出る中、歓声を上げながら田植えに汗を流し
ました。和田紗

さ

綺
き

さん（５年）は「足を取られまっすぐ植えるの
が大変だった」と服を泥だらけにしながら答えてくれました。そ
の後、全校児童が山根集落センターに集まり、さなぶり会を開催。
串餅や赤飯を食べ、田植えが無事に終わったことを祝いました。

人権の花運動
命の大切さを学ぶ
　人権の花運動が６月16日、伊保内保育園で行われまし
た。人権擁護委員の上村陛已さんと野辺地幸代さんが駆け
付け園児と一緒に花苗を植え、命の大切さを学びました。
４、５歳児22人が参加し、ペチュニアやベゴニアなど４
種類の花苗をプランターに手植え。一つ一つ丁寧に、きれ
いな花が咲くように願いながら植えました。髙岡哲平君（４
歳）は「花植えができて楽しかった。きれいな花が咲くよ
うに大切に育てたい」と笑顔でした。

元気に育つことを願いながら花を植える園児たち
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投票用紙に記入し模擬投票を体験する、伊保内高校の生徒

楽しみながら田植え体験をする山根

田植えの後は、さなぶり会で餅など
を食べお祝いしました

一生懸命相撲に取り組む長興寺小学校の児童

長興寺小学校で相撲あそび
相撲で培う心技体
　長興寺小学校で相撲あそびが６月２
日から４日にかけて行われました。休
み時間を利用して行われた相撲あそび
には全校児童42人が参加。児童は縦
割り班に分かれてトーナメントによっ
て優勝を争いました。
　千秋楽を迎えた４日は、風が強く小
雨も時折ちらつく肌寒い中、児童は力
いっぱいに相撲に取り組み、２分を越
える大相撲を繰り広げる取組も見受け
られました。控えの児童は元気な声を
出し、取組をしている児童を応援して
いました。

ふるさとそのものである方言は人の心の奥に響きやすいと説明

生涯学習・女性教室合同開講式
なじみの方言が地域を支える
　村生涯学習アカデミー・女性教室の合同開講式が５月19日、
ＨＯＺホールで開かれました。第１回目となったこの日は岩手
県立大学宮古短期大学部の田中宣

のぶ

廣
ひろ

教授を講師に迎え、ふるさ
とを支える方言の力について記念講演しました。田中教授は方言
の活用方法は方言ネーミングや方言メッセージなど７種類あると
説明。また、「方言は共通語よりも人を引き付けやすい。震災後、
方言エールの多数の出現は、方言が地域の人々の精神の大きな支
えとなっていたことを再確認させた」と解説していました。

伊保内高校で主権者教室
選挙の意義・重要性を学ぶ
　主権者教室が５月21日、伊保内高校で開かれました。
来年度の参院選から選挙権が18歳以上になることから、
生徒82人が参加し投票の流れを学びました。生徒が主体
となり授業を進め、模擬市長選挙を実施。市長立候補者４
人が演説後、模擬投票を実施。本物の投票箱、投票用紙を使っ
て投票・開票を行い、投票行動の分析結果を発表しました。
川原詩歩さん（１年）は「選挙をする意義や重要性を学んだ。
選挙権を持ったら積極的に投票にいきたい」と感想を発表
しました。
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第
１
回
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
九
戸
大
会
が
６
月
４

日
、
村
総
合
運
動
場
陸

上
競
技
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
宮
古
市
や
普
代

村
か
ら
も
含
む
１
３
４

人
が
参
加
。
心
地
よ
い

陽
光
の
下
、
交
流
し
な

が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、

本
村
出
身
の
上
位
入
賞
者
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

134人が競技に汗

　

九
戸
中
学
校
で
５
月
25
日
、

笑
い
の
芸
能
「
寄
席
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
参
加

し
、
本
場
の
寄
席
に
触
れ
落
語

を
堪
能
し
ま
し
た
。
生
徒
も
参

加
し
、
太
鼓
や
小
話
を
実
際
に

体
験
。
会
場
か
ら
は
笑
い
も
起

き
て
い
ま
し
た
。
落
語
で
は
２

人
の
生
徒
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
軽

妙
な
話
術
を
披
露
。
生
徒
か
ら

大
き
な
笑
い
や
拍
手
が
起
き
て

い
ま
し
た
。

落
語
を
堪
能
し
笑
い
の
共
演

落
語
に
挑
戦
す
る
中
村
伊
織
君（
中
）

と
上
柿
秀
夫
君
（
右
）

話
に
花
を
さ
か
せ
な
が
ら
、
競
技

を
楽
し
む
参
加
者

▽
男
性

①
中
野
寅
藏
②
皆
川
德
三
④
上

屋
敷
仁
三
郎

▽
女
性

①
澤
頭
マ
サ
②
戸
井
口
京
子
③

中
野
カ
ツ
④
櫻
庭
キ
ヨ
ミ
⑤
三

澤
由
紀
子

　
古
舘
サ
ン
さ
ん
が
６
月
９
日
、

99
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
入
所

し
て
い
る
お
り
つ
め
の
里
で
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。
五
枚
橋
久

夫
村
長
が
訪
問
し
花
束
と
長
寿

祝
い
金
を
手
渡
し
祝
福
。
入
所

す
る
前
の
平
成
23
年
ま
で
は
、

婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
と

い
う
古
舘
さ
ん
。
好
き
嫌
い
せ

ず
、
ご
飯
を
３
食
自
分
で
食
べ

て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

古
舘
サ
ン
さ
ん
99
歳
祝
福

白
寿
を
お
祝
い
さ
れ
る
古
舘
サ
ン

さ
ん
（
手
前
中
）

　

平
成
27
年
度
二
戸
地
区
防
犯

協
会
連
合
会
総
会
が
５
月
28
日
、

二
戸
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

そ
の
席
上
、
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
人

へ
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
田
澤
忠
雄
さ
ん（
山

根
）
が
役
員
功
労
表
彰
を
、
安

藤
サ
チ
子
さ
ん
（
伊
保
内
下
）

が
防
犯
功
労
者
表
彰
を
、
南
田

町
内
会
（
会
長
中
村
國
夫
さ
ん
）

が
一
般
功
労
団
体
感
謝
状
を
、

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

２
個
人
１
団
体
に
表
彰
状

藤
原
淳
二
戸
地
区
防
連
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
る
安
藤
サ
チ
子
さ
ん

１歳のお誕生日おめでとう☆１歳のお誕生日おめでとう☆

関口　旭
あさひ

くん
７月25日生まれ／次男／南田
（父）綾さん（母）千絵美さん

「いっぱい食べて、いっぱい遊んで
大きくなってね。」お父さん・お母
さんより

◉
８
月
に
１
歳
を
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
募
集
！
ご
希
望
の
方
は
７

月
13
日
（
月
）
ま
で
に
、
写
真
（
デ
ー
タ
も
可
）
を
広
報
担
当
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
６
８
）
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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耳
も
と
に
鳴
く
カ
ツ
コ
ー
の
名
調
子

今
年
又
田
植
え
せ
ぬ
農
家
二
幹
程

鳴
く
よ
り
は
歌
う
が
如
し
遠
蛙

一
番
草
丸
め
て
色
よ
し
香
り
よ
し

高
島
ふ
み
女

期
日
前
投
票
済
ま
せ
風
薫
る

青
春
に
一
瞬
戻
る
夏
帽
子

童
謡
は
脳
を
清
楚
に
若
葉
道

薫
風
や
老
の
屈
伸
深
呼
吸

慈じ

雨う

待
ち
て
喜き

雨う

と
な
り
た
る
野
菜
畑田

村　

畦
畔

風
薫
る
連
呼
の
こ
だ
ま
選
挙
カ
ー

慈
雨
だ
ね
と
妻
と
喜
ぶ
今
宵
か
な

竹
の
子
採
り
熊
避
け
鈴
を
鳴
ら
し
つ
つ

よ
く
育
つ
手
塩
に
か
け
し
苺
摘
む

弟
の
面
影
偲
ぶ
花
菖し

ょ
う
ぶ蒲

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

春
泥
を
見
き
わ
め
猫
の
通
り
け
り

水
揚
げ
の
鯖
藍
色
に
海
の
色

町
中
に
今
日
も
鯖
焼
く
店
の
あ
り

花
便
り
聴
き
つ
つ
花
を
待
つ
心

冬
部　

雪
女

薫く
ん

風ぷ
う

や
万
を
超
し
た
る
万
歩
計

柿
の
花
母
が
生
家
の
代
替
る

静
や
か
に
牛
の
寝
そ
べ
る
夏た

つ

野の

か
な

万
物
の
命
は
ぐ
く
む
若
葉
雨

住
職
も
焼
鳥
の
番
山
開
き

櫻
庭　

義
也

ト
チ
の
花
木
陰
に
病
め
る
子
牛
寝
て

産
土
の
ど
の
道
行
く
も
風
薫
る

蔕へ
た

に
実
を
宿
し
て
柿
の
花
散
り
し

燦さ
ん

燦さ
ん

と
日
は
天
に
あ
り
大
青
田

強し
た
たか
に
照
る
日
輪
や
麦
の
秋

万
緑
を
渡
る
陽
の
あ
り
風
の
あ
り

【
五
月
席
題
詠
よ
り
】

節
く
れ
の
手
捌さ

ば

き
巧
み
田
を
植
う
る　
（
雪　

女
）

嬰み
ど
り
ご児
の
天
使
の
笑
み
や
若
葉
光

二
幕
目
始
ま
る
よ
う
な
雨
後
の
蝉せ

み　
　
（
ふ
み
女
）

田
植
え
終
え
立
つ
足
腰
に
声
か
け
て

田
植
え
済
み
主
婦
の
雑
用
存
分
に　
　
（
赤　

藤
）

万
緑
や
完
成
近
し
工
事
現
場

泥
ん
こ
に
喜
ぶ
子
等
の
田
植
か
な　
　
（
畦　

畔
）

山や
ま

峡か
い

代
掻
き
や
っ
と
始
ま
り
て　

田
植
機
の
懸
命
な
り
し
田
植
え
か
な　
（
青　

村
）

父
母
の
夢
に
聞
こ
え
る
遠
蛙

も
の
ご
と
の
始
め
終
り
や
冷
し
酒

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
な
る
べ
く
外

に
出
て
知
人
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　
体

を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
炊
事
、
洗

濯
、
掃
除
は
全
部
自
分
で
や
っ
て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　

70
歳
ぐ
ら
い

か
ら
や
っ
て
い
る
俳
句
や
川
柳
、
短
歌
を

書
く
の
が
楽
し
み
。
作
っ
た
俳
句
は
自
分

で
半
紙
に
書
い
て
い
る
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　

18
〜
30
歳
ぐ

ら
い
ま
で
相
撲
を
取
っ
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
。

　
火
石
直
人
さ
ん
は
平
成
15
年
か
ら
保
育

士
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
特
技
は
？　

服
を
探
す
の
が
好

き
。
ネ
ッ
ト
や
店
舗
で
服
を
購
入
し
、
多

く
の
服
を
集
め
て
い
る
。

◆
休
み
の
日
に
は
？　
ラ
イ
ブ
や
映
画
を

見
に
行
く
こ
と
が
多
い
。

◆
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？　
今
年
の
元

旦
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
み
、
毎
日
簡
単

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
専
業
主
夫
に
な
り
、

家
事
や
育
児
を
し
て
家
に
い
た
い
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
、

自
分
の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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村
民
が
力
を
合
わ
せ
て
国
体
推
進

　
　   

村
国
体
実
行
委
員
会
が
総
会
で
事
業
決
定

塾生に森の魅力と不思議を語り伝える講
師の夏井嘉一郎さん（右）

　

村
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

九
曜
塾
は
５
月
30
日
、コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
ラ
ン
ド
で
開
講
式
と
森
林

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
九
曜
塾
第
１
回
目
の
講
師
は
、

い
わ
て
森
の
達
人
の
夏
井
嘉
一

郎
さ
ん
（
伊
保
内
上
）。「
五
感

を
駆
使
し
て
自
然
を
い
っ
ぱ
い

感
じ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
森
の

に
お
い
を
感
じ
、
森
の
働
き
を

知
り
、
森
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

塾
生
た
ち
は
、
聴
診
器
を
樹

木
に
当
て
る
と
聞
こ
え
て
く
る

音
に
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
樹
木
の
音
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

九
曜
塾
は
、
平
成
28
年
２
月

ま
で
合
計
10
回
開
催
。
学
校
を

通
じ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
そ

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会(

会
長
・
五
枚
橋

久
夫
九
戸
村
長)

の
第
３
回
総

会
は
５
月
29
日
、
村
公
民
館
に

委
任
状
を
含
む
84
人
の
委
員
と

顧
問
・
参
与
７
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
五
枚
橋
村
長
が

「
国
体
開
催
を
協
働
に
よ
る
地
域

活
動
の
醸
成
の
場
と
す
る
と
と

も
に
九
戸
村
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

予
算
額
１
７
２
万
円
に
よ
る
平

成
27
年
度
事
業
を
決
定
し
た
ほ

か
、
工
事
費
約
７
２
５
万
円
で

の
都
度
、
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
九
曜
塾
と
は

　

九
曜
塾
は
、
小
学
生
を
対
象

に
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
人
に

触
れ
る
体
験
活
動
を
実
施
し
、

郷
土
へ
の
理
解
と
仲
間
づ
く
り

を
進
め
、
次
代
を
担
う
た
く
ま

し
い
九
戸
っ
子
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

村
教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
３
０
４
）

樹木の音を聴く塾生たち

外
野
フ
ェ
ン
ス
と
バ
ッ
ク
ス
ク

リ
ー
ン
の
塗
装
、
安
全
面
確
保

の
た
め
の
ラ
バ
ー
敷
設
な
ど
を

内
容
と
す
る
ナ
イ
ン
ズ
球
場
の

改
修
工
事
を
行
う
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
27
年
度
事
業
の
内
容

①
国
体
周
知
・
情
報
発
信

▽
「
国
体
通
信
」
の
発
行
▽
国

体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載　
（
11

月
予
定
）
▽
村
公
民
館
へ
国
体

情
報
コ
ー
ナ
ー
設
置

②
啓
発
・
開
催
機
運
の
醸
成

▽
横
断
幕
・
の
ぼ
り
旗
の
作
成

▽
啓
発
物
品
の
配
布
▽
国
体
１

年
前
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

③
お
も
て
な
し
運
動
の
展
開

▽
花
の
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
▽
花

の
試
験
栽
培
事
業
▽
花
育
て
講

習
会
参
加
▽
「
甘
茶
de
大
作
戦
」

の
実
施

④
運
動
の
生
活
化
を
推
進

▽
国
体
ダ
ン
ス
講
習
会
▽
「
プ

ラ
ス
国
体
ダ
ン
ス
事
業
」
の
展

開
（
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
に
イ
ベ
ン
ト
の
中

に
国
体
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
て

実
施
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
写
真
展
の

開
催

⑤
国
体
等
視
察
の
実
施

第３回総会で平成27年度事業を審議する実行委員

九曜塾で＝５月30日、コロポックルランド

平成28年10月２日（日）
ナインズ球場で
軟式野球競技を開催

村民総
参加

宣言

五
感
で
自
然
を
感
じ
る

九曜塾がスタート
わくわく体験学習

2016
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❖ 今月のおすすめ図書

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

Books

　思い通りにならない毎日。
言葉にできない本音。それで
も、一緒に歩んでいく…だっ
て家族だから。
　同じ幼稚園に子どもを通わ
せる家々の、もがきながらも
前を向いて生きる姿を描い
た、魂ゆさぶる５つの物語。

　2014 年ＭＯＥ絵
本屋さん大賞。
　ニャンとも憎めな
いちょっとふてぶて
しいノラネコ軍団
の、とびっきり楽し
いお話。

水やりはいつも深夜だけど
窪　美澄　著／角川書店

14 歳からの哲学
池田　晶子　著／トランスビュー

ノラネコぐんだんきしゃぽっぽ
工藤　ノリコ　作／白泉社

闇に香る嘘
下村　敦史　著／講談社

　人は14歳以降、一度は考
えておかねばならないことが
ある。
　だから、ソクラテスやプラ
トンではなく14歳の君が、「知
りたい」という気持ちを強く
持っているということ、ただ
それだけだということです。

　第60回江戸川乱歩賞受賞
作品。
　盲目の主人公が漠然とい
だいた疑念…。中国残留孤
児として日本に帰ってきた
「兄」は本物なのか？
　花巻市出身の著者の完璧
ミステリー！

　

平
成
12
年
11
月
、
二
戸
市
で

集
団
登
校
中
の
９
人
の
列
に
飲

酒
運
転
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ

込
み
、
２
人
が
死
亡
、
６
人
が

け
が
を
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
当
時
小
学
１
年
生
の
長
女

を
こ
の
事
故
で
失
っ
た
大
崎
礼

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
当
時

の
辛
い
話
を
聞
き
、
多
く
の
生

徒
が
涙
し
ま
し
た
。
以
下
に
生

徒
の
感
想（
抜
粋
）を
載
せ
ま
す
。

　

話
を
聞
い
て
と
て
も
胸
が
痛

く
な
っ
た
。
私
も
こ
れ
か
ら
車

の
免
許
を
取
る
と
思
う
の
で
、

交
通
事
故
だ
け
は
絶
対
に
起
こ

さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
た
い
で

す
。（
３
年
男
子
）

　

こ
の
講
話
を
聞
い
て
い
る
と

き
「
な
ん
で
こ
ん
な
小
さ
な
子

が
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
ん
だ
ろ
う
。」
と
、
涙
が
自
然

に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
大
人
で
も

子
ど
も
で
も
、
命
は
す
べ
て
尊

い
も
の
で
す
。（
２
年
女
子
）

　

遺
族
の
人
が
自
責
の
念
を
抱

え
る
と
言
う
こ
と
を
聞
き
、
誰

一
人
悪
く
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
そ
の
よ
う
な
悲
し
く
、
辛
い

思
い
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
…
と
思
っ
た
。
平
凡
な
毎

日
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
本

当
は
最
高
の
幸
せ
で
あ
る
と
気

付
い
た
。（
１
年
女
子
）

副
校
長　

村
上　

弘　

命
の
尊
さ
、
大
切
さ
教
室

　

６
月
13

日
、
14
日
、

二
戸
地
区
中

学
校
総
合
体

育
大
会
が
行

わ
れ
、
九
戸

中
学
校
が
次

の
通
り
好
成

績
を
収
め
ま

し
た
。

　

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
女

１
位
、
卓
球

女
子
団
体
２
位
、
卓
球
女
子
個

人
・
小
田
日
華
さ
ん
２
位
、
柔

道
男
子
個
人
・
田
口
真
也
君
２

位
、
宮
川
楽
斗
君
３
位
、
柔
道

女
子
団
体
２
位
、
柔
道
女
子
個

人
・
荒
田
愛
結
美
さ
ん
２
位
、

皆
川
綾
香
さ
ん
３
位
。
以
上
は 地区中総体の好成績を喜ぶ生徒たち

県
大
会
出
場
で
す
。

　

野
球
は
３
位
、
優
秀
選
手
賞

に
橋
山
翔
君
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
女
子
３
位
、
卓
球
男
子
団
体

３
位
、
柔
道
男
子
個
人
・
皆
川

大
輔
君
３
位
、
小
沼
侃つ
よ

士し

君
３

位
と
賞
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二戸地区中総体で好成績



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

国
保
だ
よ
り
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脳
梗
塞
が
夏
に
多
い
の
は
、
大
量
の

汗
を
か
く
こ
と
で
脱
水
状
態
に
な
り
、

血
液
が
粘
っ
こ
く
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て

固
ま
り
脳
の
血
管
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
夏
は
体
の
熱
を
下
げ
よ
う
と

末
梢
血
管
が
拡
張
し
血
圧
が
下
が
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
血
圧
を
下
げ
る
薬
を

服
用
し
て
い
る
人
は
、
薬
の
た
め
さ
ら

に
血
圧
が
下
が
り
流
れ
が
遅
く
な
っ
て

血
栓
が
で
き
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
高
血
圧
の
治
療
を
し
て
い
る
人

は
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

脱
水
症
状
を
防
ぐ
た
め
の
水
分
補
給

の
コ
ツ
は
の
ど
が
渇
く
前
か
ら
こ
ま
め

に
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
る
感
覚
が
衰
え
て
い
る
た
め
、

30
分
か
ら
１
時
間
ご
と
に
時
間
を
決
め

て
こ
ま
め
に
水
分
を
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
寝
て
い
る
間
も
よ
く
汗
を
か
き
ま
す
。

寝
る
前
に
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲
む
こ

と
を
ぜ
ひ
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
む
人
は
お
酒
を
飲
ん
で
も

水
分
を
補
給
し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。

脳
梗
塞　
汗
を
か
く
夏
に
も
要
注
意
！

お
酒
は
利
尿
作
用
や
発
汗
作
用
に
加
え
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
た
め
に
体
内

の
水
分
を
使
い
ま
す
の
で
飲
み
終
わ
っ

て
か
ら
水
を
１
～
２
杯
飲
む
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

普
段
は
、
水
や
麦
茶
な
ど
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
濃
い
緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

カ
フ
ェ
イ
ン
の
多
い
飲
み
物
に
も
利
尿

作
用
が
あ
り
ま
す
。ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
は
、
飲
み
過
ぎ
る
と
糖
質
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
過
ぎ
に
な
り
ま
す
の

で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は

体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
も
一
緒
に
失
わ
れ

る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
２
倍

に
薄
め
る
か
経
口
補
水
液
を
手
作
り
し

て
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
及
川　
洋
子
）

　
対
象
者
の
み
な
さ
ん（
75
歳
以
上
の
人

と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
っ

て
制
度
加
入
の
申
請
を
し
た
人
）
に
交

付
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
７
月
下

旬
に
『
郵
送
』
し
ま
す
。
８
月
以
降
に

病
院
な
ど
受
診
す
る
と
き
は
、
郵
送
さ

れ
た
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

〈
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の

医
療
費
自
己
負
担
割
合
〉

・
一
般
の
人
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割

で
す
。

・
現
役
並
み
所
得
者
の
人
の
自
己
負
担
割

合
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。
同
じ
世
帯

に
住
民
税
の
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万

円
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
が
い
る
場
合
に
該
当
と
な
り
ま

す
。

○
申
請
に
よ
っ
て
自
己
負
担
割
合
を
変

更
で
き
ま
す
。

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の

人
の
収
入
が
次
の
基
準
の
ど
ち
ら
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、

８
月
か
ら
後
期
高
齢
医
療
被
保
険
者
証
が
更
新

申
請
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
自
己
負

担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

①
同
じ
世
帯
に
い
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満
（
単
身
の
場
合
は

３
８
３
万
円
未
満
）。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
同
じ
世
帯
に
い
る
70
～
74
歳
の
人
と

の
収
入
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満
。

〈
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
に
つ
い
て
〉

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
と
は
、
病
院
な
ど
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
が
高
額
療
養
費
の

適
用
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
る
証
書
で
す
。
対
象
と
な
る

人
は
、
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
の
人
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

で
す
。
課
税
状
況
を
確
認
し
引
き
続
き

該
当
と
な
る
人
に
は
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
も
の
を
『
郵
送
』
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
該
当
と
な
る
人
に
は
、

役
場
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
役
場

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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熱
中
症
は
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐

き
気
、
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
か
ら
、

ひ
ど
い
と
き
に
は
意
識
を
失
い
、
命

が
危
険
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

《
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

■
体
調
を
整
え
る

睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
な
ど
体
調
の

悪
い
と
き
は
、
暑
い
日
中
の
外
出
や

運
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ま
め
に
水
分
補
給

の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た

と
き
は
、
既
に
か
な
り
の

水
分
不
足
の
状
態
に
あ
り

ま
す
。
定
期
的
に
少
し
ず

つ
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
。

■
服
装
に
注
意

通
気
性
の
良
い
服
を
着
て
、

外
出
時
に
は
き
ち
ん
と
帽

子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（５月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 － 3 件
救 急 19 件 132 件 ＋ 16 件

心
掛
け
よ
う
！
熱
中
症
予
防

個
々
の
警
察
官
が
そ
の
た
め
に
必
要

な
活
動
に
従
事
し
、
警
察
事
務
職
員

は
そ
の
警
察
官
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
任
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
警
察
の
仕
事
に
興
味
が

あ
る
、
少
し
で
も
「
正
義
」
と
い
う

言
葉
に
引
か
れ
る
、
そ
し
て
、
少
し

で
も
警
察
官
に
憧
れ
た
こ
と
が
あ
る
・

そ
れ
だ
け
で
も
警
察
職
員
を
目
指
す

に
は
十
分
で
す
。

　

ま
ず
は
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

岩
手
県
警
察
は
、
岩
手
県
の
た
め
に

一
緒
に
働
け
る
人
材
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

岩
手
県
警
察
で
は
、
平
成
28
年
４
月

採
用
に
か
か
る
警
察
官
お
よ
び
警
察
事

務
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
案
内
す
る
試
験
区
分
は
、
警
察

官
Ｂ
、
警
察
事
務
Ⅱ
種
・
Ⅲ
種
で
す
。

■
警
察
官
Ｂ

採
用
予
定
数　
44
人

第
一
次
試
験
日　
９
月
20
日
（
日
）

第
一
次
試
験
会
場　

久
慈
地
区
合
同
庁

舎
な
ど

■
警
察
事
務
Ⅱ
種

採
用
予
定
数　
６
人

第
一
次
試
験
日　
９
月
27
日
（
日
）

第
一
次
試
験
会
場　

岩
手
県
立
大
学
共

通
講
義
棟

■
警
察
事
務
Ⅲ
種

採
用
予
定
数　
４
人

第
一
次
試
験
日　
９
月
27
日
（
日
）

第
一
次
試
験
会
場　

久
慈
地
区
合
同
庁

舎
な
ど

　
警
察
の
仕
事
は
、
個
人
の
生
命・身
体・

財
産
の
保
護
に
当
た
り
、
犯
罪
の
予
防
・

鎮
圧
・
捜
査
、
犯
人
の
逮
捕
、
交
通
の

取
り
締
ま
り
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩

序
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
日
夜
、

警
察
官
採
用
案
内

村内の交通事故（５月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 1 件 － 1 件
物損事故 4 件 31 件 －２件
負 傷 者 0 人 1 人 － 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋ 1 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 234日
（５月31日現在）

　

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
に
な
っ

た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間

（
25
年
間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

　

免
除
等
は
、
２
年
１
ヵ
月
前
の
月

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま

す
。
役
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
は
、「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
納
付
が
難
し
い
と
き
は
免
除
申
請
を

～
ま
ず
は
挑
戦
を
、
岩
手
県
警
察
職
員
募
集
～
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ７月６日㊊ ７月７日㊋ ７月13日㊊
空 き 缶 ７月21日㊋ ７月27日㊊ ７月28日㊋
粗 大 ご み ７月14日㊋
紙・プラ類 ７月９日㊍ ７月15日㊌ ７月23日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

７ ５ 齋藤産婦人科医院 23-2505 ７ ５ ムカイダ歯科クリニック 46-4636

12 小原内科医院 23-3410 12 ますだ歯科クリニック 26-8282

19 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 19 堀米歯科医院 46-2927

20 藤田内科 38-2772 20 奥中山高原歯科クリニック 35-2951

26 二戸クリニック 25-5770 26 菅原歯科クリニック 23-1180

編集後記
◆７月は折爪岳でヒメボタルが観
賞できます。多く観測できた昨年
に比べて、今年はいかがでしょう
か？今年こそは写真に収めれるよ
うにがんばらないと。◆友達や家
族と光のイルミネーションを楽し
んでみてはいかがですか？（下村）

７月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎６月15日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■株式会社  エムアンドエム  盛岡
営業所　①食品製造補助（登録型
派遣）②九戸村③不問④118,125
円～131,325円⑤雇用期間：６月
21日～９月20日
■社会福祉法人  九戸福祉会　①
看護師（正社員）②九戸村③59
歳以下④200,000円～260,000円⑤
看護師、臨床経験、簡単なパソコ
ン操作、試用期間６カ月
■有限会社  阿部悦三商店　①食
肉加工作業員（正社員以外）②九
戸村③不問④119,554円⑤普通自
動車免許一種、雇用期間：採用日
～３カ月
■株式会社  大崎建設　①重機オ
ペレーター（正社員）②九戸村③
64歳以下④147,000円～189,000円
⑤普通自動車免許一種、車両系建
設機械免許、試用期間２カ月
■有限会社  田村建築　①型枠大
工（正社員）②二戸市など③18
～64歳④184,000円～276,000円⑤
普通自動車免許一種、型枠大工経
験者
■株式会社  樋口建設　①大型運
転手（正社員）②二戸市③59歳
以下④172,500円⑤大型自動車免
許一種、大型車両の運転経験、試
用期間３カ月

  シルバー110番
高齢者無料相談

　県高齢者総合支援センターでは
「シルバー110番」を設置し、高齢
者や家族の皆さんからの毎日の生活
の中で困っていること・悩んでいる
ことなどの相談に応じています。
■相談電話　☎0120-84-8584
■相談料　無料
■問い合わせ　県高齢者総合支援
センター（☎019-625-7490）

  介護・福祉
の仕事相談

　介護・福祉の仕事定期相談会を
行います。
■相談日時　
７月７日㊋、21日㊋、28日㊋
午後１時30分～午後３時30分
■場所　ハローワーク二戸会議室
■相談内容　就職活動方法の相談、
応募方法・応募条件の相談、応募
書類・面接の相談など
■申し込み・問い合わせ　県福祉人材
センター・城内（☎080-1651-6203）

お詫びと訂正
　広報くのへ６月号16ページ「国
保だより」の記事で、123万円以
下とあるのは127万円以下の誤り
でした。お詫びして訂正します。
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  古着回収の
ボックス設置

　村では古着回収ボックスを設置
して、古着の回収に取り組んでい
ます。ごみの減量化にご協力をお
願いいたします。
■回収できるもの
　衣類、スーツ、着物、浴衣、帽子、
ベルト、ストール、マフラー、バッ
ク、靴
■回収できないもの
　毛布、布団、ぬいぐるみ、下着、
ストッキング、肌着、ハンガー、
食器類、その他衣類以外のもの
■回収ボックス設置場所　
保健センター、村老人福祉セン
ター、江刺家ふるさとセンター

■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班（☎42-2111内線123）

  ５人の消防職員
採用試験を実施

　平成27年度二戸地区行政事務組
合消防職員の採用試験を実施しま
す。
■採用職種および採用予定人員　
　消防職員　５名程度
■受験資格　
・平成元年４月２日以降に生まれた
人で高等学校以上を卒業、または
平成28年３月に卒業見込みの人。
・消防職員として職務遂行に必要な
身体であること。
・採用後に二戸管内に居住できるこ
と。
■第１次試験　
　９月20日㊐　福岡中学校
■第２次試験　
　10月下旬予定
■試験案内・申込書の配布
　７月１日㊌～８月14日㊎
配布場所　二戸地区広域行政事務
組合消防本部および各分署
※当組合ホームページからもダウ

人のうごき
（平成27年6月1日現在）

●人　口　　６，１８０　人  （－１７）
　　男　　　 ２，９８０　人  （－１３）
　　女　　　 ３，２００　人  　（ー４）
●世帯数　　２，１７５世帯　（－５）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　４　人  　（４８人）
　 転　 出　　　 １３　人  　（７８人）
　 出　 生　　 　　５　人  　（１６人）
　 死　 亡　　　 １３　人  　（５１人）

（カッコ内は１月からの累計）

ンロードできます。郵便による請
求もできますので、希望者は問い
合わせください。
■申込受付　
　７月21日㊋～８月14日㊎　
　午前８時30分～午後５時15分
■問い合わせ　二戸地区広域行政
事務組合消防本部（☎23-7119）
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村
保
護
連
年
長
児
親
子
運
動
会

が
６
月
６
日
、
年
長
児
38
人
が
参

加
し
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

園
児
を
代
表
し
て
苅
間
澤
凜

ち
ゃ
ん
（
戸
田
保
育
園
）
と
西
野

咲さ

愛な

ち
ゃ
ん
（
同
）
が
「
ど
の
競

技
も
元
気
に
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
に
宣

誓
。

　

園
児
た
ち
は
赤
組
と
白
組
の
２

組
に
別
れ
、
障
害
物
競
走
や
マ
ッ

ト
と
り
合
戦
な
ど
８
種
目
に
お
い

て
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者

な
ど
が
見
守
る
中
、
園
児
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
育
館
内
を
快

走
。
大
き
く
た
く
ま
し
く
成
長
し

た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

全園児が参加した障害物競走で、元気に駆け跳ねる園児たち

年
長
児
親
子
運
動
会

一輪車に乗ってビューンを楽しむ上村卓司さん、琴音ちゃん親子

協力して力いっぱい引っ張る、マットとり合戦

20

元
気
に
示
す

　
　
成
長
の
証
し

　

最
後
の
リ

レ
ー
競
技
で
は

赤
白
と
も
逆
転

に
つ
ぐ
逆
転
。

体
育
館
い
っ
ぱ

い
に
応
援
す
る

声
が
響
き
わ
た

る
中
、
最
後
ま

で
全
力
で
望

み
、
接
戦
の
見

ご
た
え
あ
る

レ
ー
ス
を
見
せ

て
く
れ
ま
し

た
。

リレーで接戦を演じる、松田侑
ゆう
士
と
君（右）、高島來

く
遠
おん
君


